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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１シリンダと、
　前記第１シリンダに嵌装されて第１の内部空間を形成する第１ピストンと、
　前記第１ピストンに回転摺動可能に接合された第２シリンダと、
　前記第２シリンダに嵌装されて第２の内部空間を形成する第２ピストンとを有し、
　前記第２シリンダと前記第１ピストンとは、互いの摺動面に、それぞれ、回転軸から偏
芯した位置に連通孔が形成され、前記第２シリンダと前記第１ピストンとの回転摺動角度
によって前記第１の内部空間と前記第２の内部空間とを連通または隔離させ、
　前記第１シリンダは、端壁を備える概略円筒形をなし、
　前記第１ピストンは、前記第１シリンダ内に第１の内部空間を形成する端壁を備える概
略円筒形をなし、
　前記第２シリンダは、前記第１ピストンの前記端壁に摺接する端壁を備え、前記第１シ
リンダと同心の概略円筒形をなし、少なくとも前記端壁側の端部が前記第１ピストンの内
部に嵌装され、
　前記連通孔は、前記第１ピストンの端壁と前記第２のシリンダの端壁とにそれぞれ形成
されており、
　前記第１ピストンおよび前記第２シリンダは、互いに分離しないように係止し合い、
　前記第１ピストンおよび前記第２シリンダは、さらに、前記第１ピストンおよび前記第
２シリンダのいずれか一方に相互案内溝を形成し、前記第１ピストンおよび前記第２シリ
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ンダの他方に前記相互案内溝に係合して、前記相互案内溝に沿って移動可能な係合突起を
形成してなり、互いの相対的な回転範囲を規制し、前記回転範囲の一端において互いの前
記連通孔を連通させる、相互回転規制構造を備え、
　前記第１シリンダおよび前記第１ピストンは、前記第１シリンダの内面および前記第１
ピストンの外面のいずれか一方に、円周方向に延伸する第１周方向部および前記第１周方
向部の一端から軸方向に延伸する第１軸方向部とを有する第１案内溝を形成し、前記第１
シリンダの内面および前記第１ピストンの外面の他方に、前記第１案内溝に係合して、前
記第１案内溝に沿って移動可能な第１突起を形成してなる、第１回転規制構造を備え、
　前記第２シリンダおよび前記第２ピストンは、前記第２シリンダの内面および前記第２
ピストンの外面のいずれか一方に、円周方向に延伸する第２周方向部および前記第２周方
向部の一端から軸方向に延伸する第２軸方向部とを有する第２案内溝を形成し、前記第２
シリンダの内面および前記第２ピストンの外面の他方に、前記第２案内溝に係合して、前
記第２案内溝に沿って移動可能な第２突起を形成してなる、第２回転規制構造を備え、
　前記第２回転規制構造において前記第２突起を前記第２案内溝の前記第２周方向部に沿
って前記第２軸方向部側に移動させる前記第２シリンダと前記第２ピストンとの相対的な
回転の方向は、前記相互回転規制構造において前記連通孔を連通させる前記第１ピストン
と前記第２シリンダとの相対的な回転の方向と同じであり、且つ、前記第１回転規制構造
において前記第１突起を前記第１案内溝の前記第１周方向部に沿って前記第１軸方向部側
に移動させる前記第１シリンダと前記第１ピストンとの相対的な回転の方向と反対方向で
あることを特徴とする薬剤混合容器。
【請求項２】
　前記相互案内溝は、円周方向に延伸する相互周方向部と、前記相互周方向部の前記連通
孔を連通させるのと反対側の端部から軸方向に延伸する相互軸方向部とを有し、
　前記第１ピストンの前記端壁は、前記第１シリンダとの間に形成する前記第１の内部空
間の角を鈍角にするように湾曲し、前記第２シリンダの前記端壁に押圧されることにより
、前記第１の内部空間側に突出して前記第１の内部空間を圧縮するように弾性変形可能で
あることを特徴とする請求項１に記載の薬剤混合容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２種類の薬剤を隔離して収容し、使用時にその内部で混合してから排出でき
る薬剤混合容器、例えば、２種類の薬剤として粉材と液材とを隔離して収容し、粉材と液
材とを内部で混合してから排出する歯科用セメントカプセルのような薬剤混合容器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　歯科用セメントカプセルのような薬剤混合容器は、２種類の薬剤（粉材と液材）を隔離
して保管し、使用時にその内部で粉材と液材とを混合し、その混合物をその薬剤混合容器
からできるだけ残さずに排出できることが望まれる。
【０００３】
　従来の薬剤混合容器では、２種類の薬剤を収容する内部空間の隔壁に突起をねじ込むな
どして、その隔壁を突き破ることで、２種類の薬剤を混合できるようにしている場合が多
い。
【０００４】
　また、特許文献１には、第１のシリンダと、第１のシリンダを封止して第１の薬剤を収
容し、第２の薬剤が供給されたときに第１の薬剤と第２の薬剤と混合するための混合チャ
ンバを形成し、ピストンの役目を果たす第２のシリンダと、第２のシリンダを封止して第
２の薬剤を収容し、補助チャンバを形成するピストンとからなる薬剤混合容器が記載され
ている。第２のシリンダの側壁には補助チャンバと、第２のシリンダの外部空間とを連通
させる開口が形成されている。第１のシリンダの内壁には第２のシリンダを押し込むこと
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で第２のシリンダの開口に連通可能であり、シリンダの軸方向に延伸して一端が混合チャ
ンバに達する溝が形成されている。
【０００５】
　この薬剤混合容器は、混合チャンバと補助チャンバとにそれぞれ異なる薬剤を隔離して
収容しておき、使用時には、ピストンとともに第２のシリンダを第１のシリンダ内に押し
込むことで、第２のシリンダの開口を第１のシリンダの内壁の溝に連通させて、補助チャ
ンバと混合チャンバとを第１シリンダの溝を介して連通させ、ピストンを押し込むことに
より、補助チャンバ内の薬剤を混合チャンバに送り込むことを可能にする。
混合チャンバ内で２種類の薬剤をよく混合した後、さらに、ピストンを押し込むことで、
第２シリンダを第１シリンダの奥に押し込んで、第１のシリンダの先端に設けたノズルか
ら、２種類の薬剤の混合物を押し出すことができるようになっている。
【特許文献１】特開２００７－６１６３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、２種類の薬剤を隔離して保管し、使用時にその内部で２種類の薬剤を確実に
混合できる薬剤混合容器を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明による薬剤混合容器は、第１シリンダと、前記第１
シリンダに嵌装されて第１の内部空間を形成する第１ピストンと、前記第１ピストンに回
転摺動可能に接合された第２シリンダと、前記第２シリンダに嵌装されて第２の内部空間
を形成する第２ピストンとを有し、前記第２シリンダと前記第１ピストンとは、互いの摺
動面に、それぞれ、回転軸から偏芯した位置に連通孔が形成され、前記第２シリンダと前
記第１ピストンとの回転摺動角度によって前記第１の内部空間と前記第２の内部空間とを
連通または隔離させ、前記第１シリンダは、端壁を備える概略円筒形をなし、前記第１ピ
ストンは、前記第１シリンダ内に第１の内部空間を形成する端壁を備える概略円筒形をな
し、前記第２シリンダは、前記第１ピストンの前記端壁に摺接する端壁を備え、前記第１
シリンダと同心の概略円筒形をなし、少なくとも前記端壁側の端部が前記第１ピストンの
内部に嵌装され、前記連通孔は、前記第１ピストンの端壁と前記第２のシリンダの端壁と
にそれぞれ形成されており、前記第１ピストンおよび前記第２シリンダは、互いに分離し
ないように係止し合い、前記第１ピストンおよび前記第２シリンダは、さらに、前記第１
ピストンおよび前記第２シリンダのいずれか一方に相互案内溝を形成し、前記第１ピスト
ンおよび前記第２シリンダの他方に前記相互案内溝に係合して、前記相互案内溝に沿って
移動可能な係合突起を形成してなり、互いの相対的な回転範囲を規制し、前記回転範囲の
一端において互いの前記連通孔を連通させる、相互回転規制構造を備え、前記第１シリン
ダおよび前記第１ピストンは、前記第１シリンダの内面および前記第１ピストンの外面の
いずれか一方に、円周方向に延伸する第１周方向部および前記第１周方向部の一端から軸
方向に延伸する第１軸方向部とを有する第１案内溝を形成し、前記第１シリンダの内面お
よび前記第１ピストンの外面の他方に、前記第１案内溝に係合して、前記第１案内溝に沿
って移動可能な第１突起を形成してなる、第１回転規制構造を備え、前記第２シリンダお
よび前記第２ピストンは、前記第２シリンダの内面および前記第２ピストンの外面のいず
れか一方に、円周方向に延伸する第２周方向部および前記第２周方向部の一端から軸方向
に延伸する第２軸方向部とを有する第２案内溝を形成し、前記第２シリンダの内面および
前記第２ピストンの外面の他方に、前記第２案内溝に係合して、前記第２案内溝に沿って
移動可能な第２突起を形成してなる、第２回転規制構造を備え、前記第２回転規制構造に
おいて前記第２突起を前記第２案内溝の前記第２周方向部に沿って前記第２軸方向部側に
移動させる前記第２シリンダと前記第２ピストンとの相対的な回転の方向は、前記相互回
転規制構造において前記連通孔を連通させる前記第１ピストンと前記第２シリンダとの相
対的な回転の方向と同じであり、且つ、前記第１回転規制構造において前記第１突起を前
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記第１案内溝の前記第１周方向部に沿って前記第１軸方向部側に移動させる前記第１シリ
ンダと前記第１ピストンとの相対的な回転の方向と反対方向であるものとする。
【０００８】
　この構成によれば、第２シリンダと第１シリンダまたは第１ピストンとの回転摺動角度
によって、異なる薬剤を収容する第１の内部空間と第２の内部空間とを隔離して保管する
ことができ、使用時に第１の内部空間と第２の内部空間とを確実に連通させて２種類の薬
剤を混合可能とすることができる。連通孔は複数対あってもよい。
【０００９】
　本発明の薬剤混合容器において、前記第１のシリンダおよび前記第２のシリンダは、同
心の概略円筒形をなしている。
【００１０】
　このため、第２シリンダと第２シリンダが接続された第１シリンダまたは第１ピストン
との摺動面を大きくすることができる。このため、連通孔を大きくして薬剤の移動を容易
にでき、互いの連通孔を分離する際の離間距離を大きくして薬剤の隔離を確実にできる。
【００１１】
　また、本発明の薬剤混合容器において、前記第１シリンダは、端壁を備える円筒形をな
し、前記第１ピストンは、前記第１シリンダ内に第１の内部空間を形成する端壁を備える
円筒形をなし、前記第２シリンダは、前記第１ピストンの内部に嵌装され、前記第１ピス
トンの前記端壁に摺接する端壁を備える円筒形をなし、前記連通孔は、前記第１ピストン
の端壁と前記第２のシリンダの端壁とにそれぞれ形成されている。
【００１２】
　このため、第２ピストンを押し込むことで、先ず、第２の内部空間を圧縮して薬剤を押
し出し、さらに第２ピストンを押し込むことで、第１ピストンを押し込んで第１の内部空
間から薬剤の混合物を排出することができる。このように、第２ピストンの操作だけで、
薬剤の混合と、排出とを手順前後なく行うことができる。
【００１３】
　また、本発明の薬剤混合容器において、前記第１ピストンおよび前記第２シリンダは、
さらに、前記第１ピストンおよび前記第２シリンダのいずれか一方に相互案内溝を形成し
、前記第１ピストンおよび前記第２シリンダの他方に前記相互案内溝に係合して、前記相
互案内溝に沿って移動可能な係合突起を形成してなり、互いの相対的な回転範囲を規制し
、前記回転範囲の一端において互いの前記連通孔を連通させる、相互回転規制構造を備え
、前記第１シリンダおよび前記第１ピストンは、前記第１シリンダの内面および前記第１
ピストンの外面のいずれか一方に、円周方向に延伸する第１周方向部および前記第１周方
向部の一端から軸方向に延伸する第１軸方向部とを有する第１案内溝を形成し、前記第１
シリンダの内面および前記第１ピストンの外面の他方に、前記第１案内溝に係合して、前
記第１案内溝に沿って移動可能な第１突起を形成してなる、第１回転規制構造を備え、前
記第２シリンダおよび前記第２ピストンは、前記第２シリンダの内面および前記第２ピス
トンの外面のいずれか一方に、円周方向に延伸する第２周方向部および前記第２周方向部
の一端から軸方向に延伸する第２軸方向部とを有する第２案内溝を形成し、前記第２シリ
ンダの内面および前記第２ピストンの外面の他方に、前記第２案内溝に係合して、前記第
２案内溝に沿って移動可能な第２突起を形成してなる、第２回転規制構造を備え、前記第
２回転規制構造において前記第２突起を前記第２案内溝の前記第２周方向部に沿って前記
第２軸方向部側に移動させる前記第２シリンダと前記第２ピストンとの相対的な回転の方
向は、前記相互回転規制構造において前記連通孔を連通させる前記第１ピストンと前記第
２シリンダとの相対的な回転の方向と同じであり、且つ、前記第１回転規制構造において
前記第１突起を前記第１案内溝の前記第１周方向部に沿って前記第１軸方向部側に移動さ
せる前記第１シリンダと前記第１ピストンとの相対的な回転の方向と反対方向である。こ
のため、連通孔の連通または分離を確実にすることで、保存時における異なる薬剤の隔離
と、使用時におけるこれらの薬剤の混合とが保証される。
【００１４】
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　また、本発明の薬剤混合容器において、前記相互案内溝は、円周方向に延伸する相互周
方向部と、前記相互周方向部の前記連通孔を連通させるのと反対側の端部から軸方向に延
伸する相互軸方向部とを有し、前記第１ピストンの前記端壁は、前記第１シリンダとの間
に形成する前記第１の内部空間の角を鈍角にするように湾曲し、前記第２シリンダの前記
端壁に押圧されることにより、前記第１の内部空間側に突出して前記第１の内部空間を圧
縮するように弾性変形可能であってもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、第１シリンダまたは第１ピストンに第２シリンダを回転摺動可能に接
合し、その摺動面に回転軸から偏芯した連通孔を形成したことで、回転摺動角度によって
第１の内部空間と第２の内部空間の隔離と、連通とが確実なものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の参考例の薬剤混合容器の保存状態の断面図。
【図２】図１の薬剤混合容器の使用の第１の手順を示す断面図。
【図３】図１の薬剤混合容器の使用の第２の手順を示す断面図。
【図４】図１の薬剤混合容器の使用の第３の手順を示す断面図。
【図５】図１の薬剤混合容器の使用の第４の手順を示す断面図。
【図６】図１の薬剤混合容器の使用の第５の手順を示す断面図。
【図７】本発明の第２参考例の薬剤混合容器の保存状態の断面図。
【図８】図７の薬剤混合容器の正面図。
【図９】図７の薬剤混合容器の使用手順を示す断面図。
【図１０】本発明の実施形態の薬剤混合容器の保存状態の断面図。
【図１１】図１０の薬剤混合容器の回転規制構造の展開図。
【符号の説明】
【００１７】
　１　薬剤混合容器
　２　液材（薬剤）
　３　第１内部空間
　４　粉材（薬剤）
　５　第２内部空間
　６　第１シリンダ
　７　第１ピストン
　８　第２シリンダ
　９　第２ピストン
　１０　端壁
　１３　連通孔
　１４　連通孔
　１７　混合物
　１８　端壁
　１９　端壁
　２１　突起
　２２　案内溝
　２３　突起
　２４　案内溝
　２５　突起
　２６　案内溝
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　これより、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
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【００１９】
　図１は、本発明の１つの参考例の薬剤混合容器１を示す。薬剤混合容器１は、アマルガ
ムのような歯科材料や、骨セメントのような医療材料などを生成するための２種類の薬剤
、特に、粉材と液材とを隔離して保存し、使用に際して、２種類の薬剤を混合して所望の
混合物（或いは反応物）を必要に応じて排出する（押し出す）ものである。
【００２０】
　薬剤混合容器１は、液材２を収容した第１内部空間３と、粉材４を収容した第２内部空
間５とを有する。第１内部空間３は、概略円筒形の第１シリンダ６と、第１シリンダ６に
嵌装された概略円盤状の第１ピストン７とで画定されている。第２内部空間５は、第１ピ
ストン７の外側に回転摺動可能に接続された概略円筒形の第２シリンダ８と、第２シリン
ダ８に嵌装された第２ピストン９とで画定されている。
【００２１】
　第２シリンダ８の筒部は、第１ピストン７との摺動面となる平坦な外壁面と、第２内部
空間５を第１ピストン７側に膨らませるように湾曲した内壁面とを備える端壁１０を有す
る。第２ピストン９は、弾性変形可能な薄板状の弾性隔壁部１１と、弾性隔壁部１１の外
側に接続された補助体部１２とからなる。弾性隔壁部１１の外周部は、第２シリンダ８の
筒部の内壁面に全周に亘って気密に摺接し、第２内部空間５を第１ピストン７と反対側に
膨らませるように湾曲している。補助体部１２は、第２シリンダ８の端壁１０の内壁面の
形状に倣った凸形状を有し、弾性隔壁部１１とともに一体形成されている。
【００２２】
　第１ピストン７と第２シリンダ８の摺動面には、回転摺動の回転軸Ｘから等しい距離だ
け偏芯した位置に、それぞれ、連通孔１３，１４が形成されている。薬剤混合容器１の市
場流通、医局での保管時には、図１に示すように、連通孔１３と１４とが互いに位置ずれ
するように第１ピストン７と第２シリンダ８の回転位置が定められ、第１内部空間３と第
２内部空間５とを隔離している。
【００２３】
　また、第１シリンダ６は、端面の壁の外側にノズル１５が一体接続されて形成されてい
る。ノズル１５は、第１シリンダ６に対して揺動して、第１シリンダ６の端面の外側に設
けた嵌合溝１６に嵌合することができる。ノズル１５が嵌合溝１６に嵌合すると、ノズル
１５の突起が嵌合溝１６の底の肉厚の薄い部分を貫通して、内部空間３がノズル１５を介
して外部に開放されるようになっている。
【００２４】
　薬剤混合容器１を使用する際は、先ず、図２に示すように、第１ピストン７に対して第
２シリンダ８を回転させて、第１ピストン７の連通孔１３と第２シリンダ８の連通孔１４
とを連通させる。
【００２５】
　そして、図３に示すように、第１シリンダ６の奥に第１ピストン７を第２シリンダ８お
よび第２ピストン９とともに押し込んで、第１内部空間３を圧縮する。これにより、第１
内部空間３に収容された液材２が連通孔１３，１４を介して、第２内部空間５に流入する
。
【００２６】
　液材２を第２内部空間５に注入してから、薬剤混合容器１をよく振り動かすことで、液
材２と粉材４とを混合する。このとき、第２シリンダ８の端壁１０および第２ピストン９
の弾性隔壁部１１の形状は、第２内部空間５の隅の内角を大きくして、液材２や粉材４が
溜まり難することで、液材２と粉材４との均一でムラのない混合を促進する。
【００２７】
　液材２と粉材４とを十分に混合したなら、図４に示すように、ノズル１５を嵌合部１６
に装着し、液材２と粉材４との混合物（または反応物）１７の注出経路を形成する。それ
から、図５に示すように、第２ピストン９を押し込めば、第２内部空間５内の薬剤の混合
物（或いは反応物）１７をノズル１５から押し出すことができる。
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【００２８】
　第２シリンダ８の端壁１０の内壁面および第２ピストン９の弾性隔壁部１１は、互いに
反対向きに湾曲しているので、図５に示すように、内部空間５を十分に小さく圧縮する前
に、弾性隔壁部１１の外周部が端壁１０の内壁面に当接する。
【００２９】
　しかしながら、弾性隔壁部１１は、弾性変形可能であるので、さらに、第２ピストン９
を押し込めば、図６に示すように、補助体部１２に当接するまで、逆向きに反り返ること
ができる。補助体部１２は、端壁１０の内壁面に倣った形状を有しているので、図示する
ように、第２ピストン９は、第２内部空間５の容積を略ゼロにすることができる。つまり
、液材２と粉材４とを混合した混合物１７は、第２ピストン９の押し込み量に従って、最
終的には略全量がノズル１５から排出される。
【００３０】
　このように、薬剤混合容器１は、２種類の薬剤である液材２と粉材４とを第１内部空間
３および第２内部空間５に分けて、隔離して保存することができ、必要に応じて、第１ピ
ストン７に対して第２シリンダ８を回動させるだけで、第１内部空間３と第２内部空間５
とを容易に、且つ、確実に連通させて、液材２と粉材４とを確実に混合することができる
。
【００３１】
　さらに、図７に、本発明の第２参考例の薬剤混合容器１を示す。尚、以降の説明におい
て、先に説明した構成要素と同じ構成要素には同じ符号を付して、その説明を省略する。
【００３２】
　薬剤混合容器１は、第１シリンダ６に第２シリンダ８が球面状の摺動面で回転摺動可能
に接続されている。本参考例において、第１内部空間３は、第２内部空間５に比して径が
小さく、第１シリンダ６と第２シリンダ８との回転軸Ｘから偏芯している。第１シリンダ
６は、第２シリンダ８に対して第１内部空間３を全面的に開放しているが、これは、連通
孔１３の口径が第１シリンダ６の内径に等しいことを意味する。本参考例では、ノズル１
５は、第１シリンダ６の第２シリンダ８に対する摺接面に予め開口して形成されている。
【００３３】
　図８に、本実施形態の薬剤混合容器１のノズル１５側の正面から見た様子を示す。
図示するように、第２シリンダ８の連通孔１４は、第２シリンダ８の第１シリンダ６に対
する回転位置によって、連通孔１３またはノズル１５と連通可能である。
【００３４】
　これにより、本実施形態の薬剤混合容器１においても、連通孔１４を連通孔１３に連通
させるように、第２シリンダ８を第１シリンダ６に対して回転することで、図９に示すよ
うに、第１ピストン７を第１シリンダ６内に押し込んで、液材２を第２内部空間５に注入
し、２種類の薬剤である液材２と粉材４とを確実に混合することができる。
【００３５】
　さらに、連通孔１４をノズル１５に連通させるように、第２シリンダ８を第１シリンダ
６に対して回転することで、液材２と粉材４とを混合した混合物１７を、第２ピストン９
の押し込み量に従って、略全量をノズル１５から排出できる。
【００３６】
　さらに、図１０に、本発明の実施形態の薬剤混合容器１を示す。本参考例において、第
１ピストン７は、第１シリンダ６の筒部の内壁面に摺接して第１内部空間３を形成する端
壁１８を有する円筒形をなしており、弾性変形可能な材質で形成されている。第２シリン
ダ８は、第１ピストン７の筒部の中に嵌装され、端壁１８に摺接する端壁１９を備える円
筒形をなしている。第２シリンダ８の端壁１９は、第１シリンダ６の端壁１０の内壁面の
形状に倣った凸型の外面形状を有している。
【００３７】
　第１ピストン７の端壁１８と第２シリンダ８の端壁１９との摺動面には、回転軸Ｘから
等しい距離だけ偏芯した位置に、それぞれ、連通孔１３，１４が形成されている。
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【００３８】
　また、本実施形態の薬剤混合容器１は、第１シリンダ６の端部と第２ピストン９の端部
のフランジとの間に、誤操作を防止するための、誤操作防止カラー２０が装着されている
。誤操作防止カラー２０は、薬剤混合容器１を使用する際には取り外すことができるよう
になっている。
【００３９】
　本実施形態のノズル１５は、貫通流路を形成した球体を有し、第１シリンダ６の開口に
対して回転可能に保持され、貫通流路を開口に連通、または、球面で開口を封止するボー
ルバルブとして機能する。
【００４０】
　本実施形態では、第１シリンダ６の第１内部空間３に粉材４が収容され、第２シリンダ
８の第２内部空間５に液材２が収容されている。
【００４１】
　また、第１シリンダ６の筒部の内壁面には、第１ピストン７の筒部の外周の一部に設け
た第１突起２１を受け入れて第１ピストン７の第１シリンダ６に対する回転位置を規制す
る第１案内溝２２が形成されている（第１回転規制構造）。同様に、第１ピストン７の筒
部の内壁面には、第２シリンダ８の筒部の外周の一部に設けた係合突起２３を受け入れる
相互案内溝２４が形成され（相互回転規制構造）、第２シリンダ８の筒部の内壁面には、
第２ピストン９の筒部の外周の一部に設けた第２突起２５を受け入れる第２案内溝２６が
形成されている（第２回転規制構造）。
【００４２】
　これらの突起２１，２３，２５および案内溝２２，２４，２６は、薬剤混合容器１の適
切な操作手順を保証するための回転規制構造であり、その展開図を図１１に示す。
【００４３】
　第１突起２１と第１案内溝２２との係合は、第１案内溝２２の第１周方向部２２ａによ
って第１ピストン７の第１シリンダ６に対する回転範囲を規制し、第１案内溝２２の第１
軸方向部２２ｂによって第１ピストン７が所定の回転位置にあるときだけ第１ピストン７
を第１シリンダ６の内部に押し込むことを可能にする。係合突起２３と相互案内溝２４と
の係合は、相互案内溝２４の相互周方向部２４ａによって第２シリンダ８の第１ピストン
７に対する回転範囲を規制し、相互案内溝２４の相互軸方向部２４ｂによって第２シリン
ダ８が所定の回転位置にあるときだけ第２シリンダ８を第１ピストン７の内部に押し込む
ことを可能にする。第２案内溝２６の第２周方向部２６ａによって第２突起２５と第２案
内溝２６との係合は、第２ピストン９の第２シリンダ８に対する回転範囲を規制し、第２
案内溝２６の第２軸方向部２６ｂによって第２ピストン９が所定の回転位置にあるときだ
け第２ピストン９を第２シリンダ８の内部に押し込むことを可能にする。
【００４４】
　図１１は、未使用の保管状態における薬剤混合容器１の回転規制構造を示す。この状態
では、突起２１，２３，２５が、それぞれ、案内溝２２，２４，２６によって、軸方向の
移動が規制されているので、例え、誤操作防止カラー２０を取り外しても、第２ピストン
９を第１シリンダ６に対して押し込むことができない。
【００４５】
　薬剤混合容器１の使用に際し、先ず、ユーザは、第２ピストン９を第１シリンダ６に対
して左周りに回転させる。すると、第２ピストン９の第２突起２５が第２シリンダ８の第
２案内溝２６の第２周方向部２６ａの左端（図１１（Ｃ）では上端）に移動し、さらに、
第２突起２５が第２案内溝２６を回動させることで、第２シリンダ８を第１ピストン７に
対して左周りに回転させる。この回転によって、係合突起２３が相互案内溝２４の相互周
方向部２４ａの左端（図１１（Ｂ）では上端）に到達すると、つまり、第２シリンダ８が
第１ピストン７に対して回転可能な範囲の左端に位置すると、第２シリンダ８の連通孔１
４が第１ピストン７の連通孔１３に連通する。このとき、第１ピストン７の第１突起２１
は、第１シリンダ６の第１案内溝２２の第１周方向部２２ａの左端（図１１（Ａ）では上
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ない。
【００４６】
　第２ピストン９を可能な限り左回りに回転したならば、ユーザは、第２ピストン９を第
１シリンダ６に対して押し込むことができる。このとき、第１ピストン７の第１突起２１
および第２シリンダ８の係合突起２３は、第１シリンダ６の第１案内溝２２および第１ピ
ストン７の相互案内溝２４の左端にあり、軸方向の移動ができない。これにより、第２ピ
ストン９だけを第２シリンダ８内で押し込むことを可能にする。
【００４７】
　こうして、薬剤混合容器１では、第２シリンダ８の連通孔１４を第１ピストン７の連通
孔１３に連通させてから、第２ピストン９を第２シリンダ８内に押し込むことで第２内部
空間５を圧縮し、液材２を第１内部空間３に注入するという適切な手順を保証する。
【００４８】
　この薬剤混合容器１を十分に振り動かして、液材２と粉材４とを混合して混合物１７を
生成したなら、ユーザは、第２ピストン９を、今度は右回りに可能な限り回転させること
で、第１ピストン７を第１シリンダ６の内に押し込み、混合物１７を押し出すことができ
るようになる。
【００４９】
　詳しく説明すると、第２ピストン９を第２シリンダ８内に押し込むことで第２突起２５
が第２案内溝２６の奥に移動しているので、第２ピストン９は、第２シリンダ８に対して
回転できない。第２シリンダ８は、第１ピストン７の内部で回転して、係合突起２３を相
互案内溝２４の右端（図１１（Ｂ）では下端）に移動させる。この回転により、第１ピス
トン７の連通孔１３と第２シリンダ８の連通孔１４が分離される。第１ピストン７は、第
１シリンダ６の内部で回転して、第１突起２１を第１案内溝２２の右端（図１１（Ａ）で
は下端）に移動させる。これにより、第１突起２１および係合突起２３が第１案内溝２２
および相互案内溝２４の第１軸方向部２２ｂおよび相互軸方向部２４ｂを奥側（図１１で
は左側）に移動可能になる。
【００５０】
　第１ピストン７の端壁１８の外周部は、第１シリンダ６の端壁の内壁面に当接すると、
第２ピストン８の端壁１９によって弾性変形させられ、第１内部空間３の残る空間を圧縮
して混合物１７を残さず排出する。
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